
 

ふみきり板のうんちく                                
 
（１）跳び箱のあなの不思議 

これは、１８００年ごろの跳び箱とふみきり板のイラスト

です。今では、２人でとび箱を運ぶためにある「あな」

は、当時は、ふみきり板をささえるためのぼうを入れるた

めの「あな」だったのでした。跳び箱とふみきり板の組み

合わせで、跳び箱運動が行われていた時期もあったの

です。 

 

（２）曲芸に使われたふみきり板 

ふみきり板は、今では、跳び箱

運動を行うためには、なくてはな

らないものとなっていますが、

元々は別のものとしてありました。 

一番古いふみきり板は、１５９９

年に書かれたイタリアの古い書

物に出てきます。この絵からもわ

かるように、もの をとびこすため

のふみきり板ではなく、空中で曲芸などをするため

に使われていたことがわかります。ふみきり板とと

び箱が、ドッキングするのは１８００年代に入ってか

らのことです。 

  現在のように、「ものを(とび箱を)とびこすための

もの」というよりは、「ふみきり板を使って、どれだけ

長く空中にいられるか」とか、「どれだけ美しく空中

で体の表現をできるか」ということを、当時の人々

は求めていたのでした。 

 

（３）跳び箱・跳馬へ 

ふみきり板を使って、跳び箱や跳馬を跳ぶことに

より、より長い時間、空中にいることができるように

なります。それによって、いろいろな動き(技)を生み



 

出すことになります。初めは、 木で作られていたものが、と

ぶ目的によって、さまざまな形に変えられて、１９世紀に入っ

てからは、 鉄のぼうや板と組み合わせたふみきり板が開

発されるようになり、人々の跳躍は急にのびたのでした。 

 

（４）ふみきり板からロイター板へ 

  １９５０年ごろになると、ロイター式ふみきり板が使われる

ようになり、さらに跳躍できるようになります。ロイター板と言

うのは、踏み切る所が弾力のある木を重ねてある踏み切り板のことで、開発したリチャード・

ロイターの名前をとって、「ロイター式（Reuther model）」と呼ばれるようになりました。 

  学校で使われている踏み切り板には、板のバネがないふみきり板（右下）が多かったの

ですが、近年は

ロイター板も使

われようになっ

てきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→リオオリンピック種目別決

勝、白井選手は新技（シライ

２）で「銅メダル」を獲得。3

回半もひねっている。このよう

な技が出来るのも、跳馬（ヴ

ォルティング）と跳ねるロイタ

ー板があってこそできます。 

 

 


